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E 生医研セミナー(多階層生体防御システム拠点)





生医研セミナー(多階層生体防御システム研究拠点)

第 643回平成25年 4月9日(火)

望月敦史

(独立行政法人理化学研究所基幹研究所望月理論生物学研究室主任研究員)

「生命の複雑ネットワークを数理で解く」

第 644回平成25年4月22日(月)

竹田哲也

(MRC分子生物学研究所神経生物学部門 careぽ Developm曲 ItFellow)

「細胞分裂における膜と細胞骨格のダイアログ:F-BAR蛋白質の研究を通じて」

第645回平成25年 5月 10日(金)

育村昭彦

(慶応義塾大学医学部微生物学免疫学教室教授)

「抑制性T細胞のっくりかた:TGF-sとNr4aJ

第 646回平成25年 5月 17日(金)

宮野悟

(東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター教授)

「スーパーコンヒ・ュータであぶり出すがんのシステム」

第 647囲平成25年 6月 19 13 (水)

富津信一

(横浜市立大学医学部組織学助教)

“Onset of DNA methylation at genome-wide CpG islands during the development of 

mam皿alianoocy旬s"

(Se凶m 也English)

第 648回平成25年 8月2日(金)

山脇成人

(広島大学大学院医歯薬保健学研究院・精神神経医科学教授)

「脳科学からみたうつ病の病態と治療」
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第649回平成25年 8月 29日(木)

原英三

(公益財団法人がん研究会がん研究所がん生物部部長)

「細胞老化の分子メカエズムとその疾患制御における役割」

第650回平成25年9月4日(水)

半田浩

(国立国際医療研究センター研究所 上級研究員)

「ワクシニアウィルス由来タンパク質Fllの機能解析」

第651回平成25年 9月 12日(木)

高浜洋介

(徳島大学疾患ゲノム研究センター教授)

iT細胞レパトアを形成する胸腺微小環境」

第652回平成25年 9月 25日(水)

水口賢司

(独立行政法人医薬基盤研究所)

“Computationa1姐dsy白血approachesωe紅lysぬgedrug discovery" 

(Se凶narin English) 

第653回平成25年 9月24S (火)

久保田浩行

(東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻特任准教授)

“Sys旬msbiology of insulin -ωp・down姐 dbottom-up approaches--" 

(Se国narin English) 

第654囲平成25年 11月 27日(水)

山口新平

(Harvard Medical School， BosωnC凶世田'sHospi句l博士研究員)

“Erasure of genomic imprinting by Tet1 duri時 gぽ mcell development" 

(S阻泊.arin English) 
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第655回平成25年 11月 27日(水)

井上梓

(Harvard Medica1 School， Boston Chi1dren's Hospita1博士研究員)

“In vivohis伽 le-depletionrevea1s essentia1 role of nucleosome assembly泊 creationof 

nuclear pore complex" 

(S四曲arin Eng1ish) 

第656回平成25年 10月 17日(木)

北爪美和子

(トミーデジタノレバイオロジー株式会社)

rl分子リアルタイムシークエンサー PacBio RSIIのご紹介」

第657回平成25年 11月 28日(木)

半日宏

(東京医科大学産学連携講座ナノ粒子先端医学応用講座特任教授)

「ケミカルによる生命の謎への挑戦ーサリドマイド催奇性の原因因子の発見一」

第658回平成25年 10月 30日(水)

John P. Shockor 

(D出伽，rofS回 ltegicOperations， Pharmaceutic叫阻dLife Sci四 ∞s，Waters Corp. 

日ofessor，Dept of Surgery and C姐 cer，Impぽia1College， London， UK Visi出 gFellow， 

Dept. ofBiochemis町，U:凶versityof Cam:凶dge，UK) 

“Novel Tools for “omics" -b箇 edAnalysis of Compl偲 Mix加res;Appli回 tionto 

仕組slationa1m.edicine studies" 

(S四血ar也Eng1ish)

第659囲平成25年 11月 29 S (金)

浦聖恵

(大阪大学大学院医学系研究科遺伝子治療学准教授

科学技術振興機構 さきがけ)

「ヒストンの多種多様性を介したエヒ。ジェネティク制御」
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第660回平成25年 12月 18日(水)

稲葉謙次

(東北大学多元物質科学研究所生体分子構造研究分野教授)

「小胞体におけるタンパク質品質管理機構の分子構造基盤J

第661回平成25年 11月27日(水)

曽田泰

(ソーク生物学研究所遺伝学研究室上級研究員)

「グリオプラストーマにおける抗血管療法抵抗性のメカニズム:

腫癖由来内皮細胞の役割とその標的化による抗腫虜効果」

第662回平成26年 1月 24日(金)

一保秀憲

(東京大学大学院薬学系研究科細胞情報学教室教授)

「細胞がストレスを感じる仕組みと疾患

~酸化ストレス、小胞体ストレスと神経変性を中心に""'J

第663回平成25年 12月27 13 (金)

小原洋志

(Brigham姐 dWomen's Hospi凶， Harvard Medical School Associate Professor) 

「ヒトiPS細胞由来血管内皮細胞とendothelial-to・hematopoietic仕組siu∞ (EHT)J 

第664回平成26年 1月21日(火)

松本明郎

(千葉大学大学院医学研究院薬理学准教授)

「生理的低分子量物質の生体内作用」

第665囲平成26年 1月 15 13 (水)

Jean-Francois Cote 

(Associate ProfessoT， Institut de Recherches Cliniques de Montrl白U

D句artementde M剖.ecine，U国versitede Mon仕組， C阻 ada)

“Umave1ing也.econtribution ofthe ELMOIDOCK180尽.acpa也.wayωdevelopment姐 d

cancer 
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第 666回平成26年 1月24日(金)

安川| 武宏

(九州大学大学院医学研究院臨床検査医学)

“τ'he mitochondrial g回 ome:a brief ovぽviewofthe pr'叩 ertyand clinical田 lev血 .ceand 

the latest up白岡 ofther叩licationmechanism" 

(Se凶 narin English) 

第 667回平成26年 2月 17日(月)

Noboru Hiroi 

(D叩artmentofPsychia往yand Behavioral Sciences， Dominick P. Purpura D叩ar回開tof

Neuroscience， Albert Einstein College ofMedicine， Bronx， NY， USA) 

“Copy Number Varia:凶onat 22ql1.2:企omr釘 evariants to common mechanisms of 

developmental neuropsychia出cdisordぽ s"

(Se凶 narinEngli曲)

第668回平成26年 1月30日(木)

井本逸勢

(徳島大学大学院ヘルスパイオサイエンス研究部教授)

「がんの統合的ゲノム・エピゲノム解析」

第 669回平成26年 2月20日(木)

Helen Heslop 

(DanLDunc姐 Chair，Profess町 ofMedicine and Pediatrlcs C田町forCell and Gene 

τ'hぽapy，Baylor College of Medicine， The Me也odistHospital and Texas Chi1dren's 

Hospital， Housωn， TX， ) 

“A叫 tiveImmunotherapy Targe出gViral Antig阻 E"

(Se凶narinEngli曲)

第 670回平成26年 3月 13日(木)

篠原彰

(大阪大学蛋白質研究所ゲノムー染色体機能研究室教授)

「染色体ダイナミックスとDNA交換反応の制御」
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第671回平成26年 3月 13日(木)

近藤滋

(大阪大学大学院生命機能研究科パターン形成研究室教授)

「生命科学でインディ・ジョーンズしよう! ! J 

第672回平成26年3月6日(木)

中村祐輔

(シカゴ大学医学部内科教授、外科教授

個別化医療センター副センター長)

“IMPACT OF IMMUNOGENOMICS I IMMUNOHARMACOGENOMICS IN 

CANCER RESEARCH IN THE 21 ST CENTURY" 
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